
〔
｜
〕
研
究
の
意
義

本
研
究
の
よ
う
な
研
究
対
象
に
着
目
し
た
研
究
は
、
国
文
学
研
究
分
野
は
も
と
よ
り
、

他
の
分
野
で
も
体
系
的
研
究
ど
こ
ろ
か
先
行
研
究
さ
え
も
皆
無
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
研
究
対
象
と
な
る
「
標
題
」
と
い
う
も
の
が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
、
か
つ

膨
大
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
そ
の
た
め
、
多
量
の
標
題
を
分
析
し
、
客
観
的
に

評
価
す
る
た
め
の
観
点
と
手
法
、
つ
ま
り
切
り
口
を
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
大
量
か
つ
多
様
な
標
題
の
す
べ
て
を
通
観
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
作
品
の
標
題
一
つ
を
採
り
上
げ
て
も
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
は
、
深
い
意
味
と

歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
標
題
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
標
題
の
命
名
対
象
と
な
っ
た
成
果
物
全
体
に
も
知
悉
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
一
つ
の
標
題
の
た
め
に
数
万
言
を
費
や
し
て
も
語
り
尽
く
せ
ぬ
も
の
も
あ

る
た
め
、
研
究
の
遂
行
に
際
し
て
は
、
精
密
な
分
析
と
、
大
局
を
傭
敵
す
る
モ
デ
ル
を
提
示

す
る
こ
と
の
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
方
で
は
、
情
報
処
理
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
分
析
可
能
と
な
っ
た
標
本
数
は
格

段
に
そ
の
数
を
増
し
て
き
て
お
り
、
客
観
的
妥
当
性
を
帯
び
た
分
析
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
き
て
も
い
る
。
あ
と
は
、
そ
れ
ら
の
素
材
を
、
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
切
り
取
っ
て

胴
分
け
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
い
か
に
分
か
り
や
す
く

説
明
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
要
件
で
あ
る
。

《
一
》
研
究
の
概
要

研
究
の
沿
革

〔
二
〕
研
究
立
案
の
経
緯

本
研
究
は
（
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
文
芸
」
の
基
礎
的
研
究
［
研
究
代
表
者
・
・
相

田
満
］
〉
と
い
う
課
題
で
平
成
十
四
年
度
（
二
○
○
二
）
か
ら
三
年
間
、
文
部
科
学
省
萌

芽
研
究
の
助
成
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
骨
子
と
す
る
。

こ
の
助
成
を
受
け
た
研
究
に
先
立
つ
こ
と
四
年
前
、
す
な
わ
ち
平
成
十
年
度
（
一
九
九

八
）
か
ら
十
二
年
度
（
二
○
○
○
）
に
か
け
て
、
そ
の
前
身
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
え
る
〈
和

漢
古
典
分
類
語
彙
の
階
層
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
〉
（
相
田
満
［
代
表
］
・
入
口
敦
志
．

山
田
直
子
）
を
、
同
じ
費
目
で
あ
る
「
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
萌
芽
的
研
究
」
の
助
成

に
よ
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
標
題
文
芸
」
に
か
か
わ
る
研
究
主
題
は
、
そ
の

②
分
析
の
た
め
の
方
法
論
の
開
発

③
提
示
・
説
明
を
行
う
た
め
の
手
法
の
開
発

④
研
究
の
可
能
性
の
模
索
と
モ
デ
ル
の
提
示

と
い
う
観
点
に
基
づ
く
分
析
を
試
み
る
。

こ
れ
は
、
上
記
状
況
を
か
ん
が
み
て
、
「
精
密
な
分
析
」
と
「
大
局
的
な
モ
デ
ル
提
示
」
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
採
る
た
め
の
「
方
法
の
試
み
」
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
試
み

こ
そ
が
、
「
標
題
」
と
い
う
、
膨
大
か
つ
未
開
の
素
材
に
切
り
込
む
た
め
の
重
要
な
切
り
口
の

提
示
、
す
な
わ
ち
、
「
知
の
枠
組
み
」
の
提
示
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

て
、

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
分
析
の
主
対
象
で
あ
る
「
作
品
標
題
」
と
「
目
次
標
題
」
に
対
し

①
典
型
例
の
抽
出

相
田
満
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こ
の
研
究
で
の
分
析
対
象
の
主
点
は
、
一
応
日
本
の
古
典
世
界
に
置
い
た
。
そ
の
理
由

は
、
研
究
代
表
・
分
担
・
協
力
者
の
資
質
に
も
由
来
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、

①
「
標
題
」
の
意
匠
に
関
す
る
評
価
言
説
が
多
数
取
材
可
能
な
こ
と

成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
発
展
的
な
視
点
に
よ
っ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

相
田
・
入
口
・
山
田
の
三
人
は
い
ず
れ
も
所
属
所
の
国
文
学
研
究
資
料
館
で
、
大
規
模

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ッ
作
り
に
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
、
国
文
学
と
い
う
研
究
分
野
に
携

わ
る
者
に
と
っ
て
は
希
有
な
経
験
を
共
有
す
る
。

相
田
は
『
国
文
学
年
鑑
』
デ
ー
タ
の
遡
及
デ
ー
タ
を
累
積
さ
せ
た
「
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
人
物
に
関
連
す
る
基
礎
情
報
を
集
成
す
る

「
古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
に
携
わ
っ
て
き
た
。
入
口
は
毎
年
発
刊
さ
れ
る
『
国
文

学
年
鑑
』
の
編
集
と
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
新
規
デ
ー
タ
の
蓄
積
作
業

に
、
山
田
は
『
国
書
総
目
録
』
か
ら
発
展
し
た
「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
。

う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
の
論
文
タ
イ
ト
ル
、
書
名
、
人
名
な
ど
、
お
よ
そ
非
人
間
的
な
ま
で

に
大
量
な
情
報
群
と
の
格
闘
を
要
求
さ
れ
続
け
た
経
験
は
、
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

統
御
す
る
手
法
へ
の
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
に
至
り
、
三
人
の
共
通
の
興
味
へ
と
育
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
情
報
リ
ソ
ー
ス
か
ら
独
立
し
て
、
も
の
ご
と
を
上
位
層
で
統
御
す
る
「
分
類
」

と
い
う
行
為
自
体
を
研
究
す
る
動
機
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
「
標
題
文
芸
」
と
い
う
構
想
は
、
そ
う
し
た
「
分
類
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、
三

年
間
の
協
議
と
研
究
を
重
ね
る
中
で
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

事
物
を
名
称
と
概
念
間
の
関
係
で
統
御
す
る
べ
く
生
み
出
さ
れ
続
け
て
き
た
「
標

題
」
（
割
詩
・
厨
房
こ
自
体
に
も
、
「
文
芸
」
的
現
象
が
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
、
「
標
題
文
芸
」
と
い
う
術
語
を
案
出
し
、
本
研
究
を
構
想
す
る
に

「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
標
顕

さ
ま
ざ
ま
に
興
味
深
い
事
象
や
テ
ー
マ
が
湧
い
て
く
る
。
「
標
題

至
っ
た
。

文
芸
」
と
い
う
ラ
セ
プ
ト
か
ら
は
、
《
二
》
研
究
報
告
会
の
記
録

②
「
標
題
」
自
体
が
独
立
し
た
作
品
も
通
行
し
て
い
た
こ
と

な
ど
、
文
化
的
継
承
性
・
表
現
技
術
・
評
価
言
説
の
諸
点
で
、
現
代
の
作
品
以
上
に
多
様
な

典
型
的
事
例
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
の
研
究
に
際
し
て
は
、

①
古
典
文
学
に
お
け
る
書
名
の
標
題

②
目
次
標
題

な
ど
の
ほ
か
、

③
標
題
自
体
を
文
芸
作
品
と
し
て
独
立
さ
せ
た
作
品
に
つ
い
て
の
分
析

④
注
釈
に
お
け
る
標
題
の
意
義
に
つ
い
て
の
分
析

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
考
察
を
深
め
る
べ
き
こ
と
が
ら
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
「
標

題
」
と
い
う
も
の
の
生
成
原
理
や
価
値
を
考
察
す
る
た
め
に
、
比
較
対
象
と
な
る
べ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
脱
領
域
的
素
材
・
研
究
の
調
査
・
分
析
も
行
い
、
情
報
学
の
手
法
と
発
想
に
基
づ

く
考
察
な
ど
、
新
し
い
観
点
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
・
素
材
に
つ
い
て
の
分
析
も
試
み
る

必
要
も
生
じ
た
。

そ
し
て
研
究
が
進
む
に
し
た
が
い
、
こ
の
研
究
主
題
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
次
第

に
増
え
て
き
た
。
す
る
と
さ
ら
に
多
様
な
視
点
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
状
況
を
、
視
点
の
拡
大
・
拡
散
と
見
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
本
研
究
の
主
題
は
、
言
語
文
化
の
総
体
の
枠
組
み
の
中
で
、
系
統
的
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
研
究
が
活
発
な
議
論
の
呼
び
水
と
な
れ
ば
望
外
の

幸
せ
で
あ
る
。

〔
｜
〕
共
同
研
究
会

研
究
最
終
年
度
に
あ
た
る
平
成
十
六
年
度
は
四
回
の
研
究
協
議
・
報
告
会
を
開
い
た
。

(2）
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（
二
平
成
十
四
年
度
（
二
○
○
二
）

◎
第
一
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
五
月
二
十
七
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
出
席
者
】
相
田
満
・
入
口
敦
志
・
山
田
直
子

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
（
協
議
）

②
古
典
戯
曲
標
題
の
奇
数
尊
崇
態
度
に
つ
い
て
（
協
議
）

③
媒
体
と
標
題
の
文
字
数
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
二
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
六
月
十
七
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
出
席
者
】
相
田
満
・
入
口
敦
志
・
山
田
直
子

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
古
典
戯
曲
標
題
の
奇
数
尊
崇
態
度
に
つ
い
て
［
入
口
敦
志
］

②
教
育
教
材
の
開
発
に
つ
い
て
（
協
議
）

③
『
類
聚
国
史
』
の
編
纂
意
識
に
つ
い
て
［
相
田
満
］

④
「
随
筆
」
と
い
う
標
題
・
ジ
ャ
ン
ル
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
に
つ
い
て
（
協
議
）

⑤
「
注
釈
」
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
三
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
（
月
）

こ
れ
で
、
三
年
間
に
わ
た
る
研
究
期
間
全
体
で
は
十
四
回
に
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

研
究
協
議
・
報
告
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
、
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
な

内
容
を
多
く
含
ん
で
は
い
た
が
、
紙
幅
に
限
り
も
あ
る
た
め
、
以
下
に
題
目
の
み
を
ま
と
め

て
記
す
。

を
課
し
た
こ
と
［
相
田
満
］

③
ジ
ャ
ン
ル
と
文
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
四
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
八
月
二
十
六
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
出
席
者
】
相
田
満
・
江
戸
英
雄
・
山
田
直
子

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
［
相
田
満
］

②
現
在
通
行
の
古
典
注
釈
書
の
見
出
し
の
淵
源
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
五
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
九
月
二
十
七
日
（
金
）
～
二
十
九
日
（
日
）

【
場
所
】
福
岡
県
久
留
米
市
お
よ
び
太
宰
府
天
満
宮

【
出
席
者
】
相
田
満
・
安
保
博
史
・
長
崎
健

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
研
究
の
大
綱
と
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
（
協
議
）

②
俳
譜
の
書
名
意
識
に
つ
い
て
（
協
議
）

③
歌
集
の
書
名
意
識
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
六
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
十
月
七
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
中
会
議
室

【
出
席
者
】
相
田
満
・
安
保
博
史
・
入
口
敦
志
・
江
戸
英
雄
・
山
田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
出
席
者
】
相
田
満
・
入
口
敦
志
・
山
田
直
子

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
脚
本
・
浄
瑠
璃
・
浮
世
草
子
の
標
題
字
数
調
査
［
入
口
敦
志
］

②
教
育
教
材
の
開
発
：
学
生
の
夏
休
み
課
題
に
標
題
文
芸
に
つ
い
て
の
調
査
・
分
析

(3）



【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
研
究
の
大
綱
・
計
画
の
進
め
方
・
問
題
提
議
（
協
議
）

②
脚
本
・
浄
瑠
璃
・
浮
世
草
子
の
標
題
の
奇
数
時
尊
崇
態
度
［
入
口
敦
志
］

③
俳
書
に
お
け
る
「
標
題
」
の
意
匠
に
つ
い
て
［
安
保
博
史
］

◎
第
七
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
十
二
月
八
日
（
日
）
～
九
日
（
月
）

【
場
所
】
す
わ
湖
苑
（
長
野
県
諏
訪
市
）

【
出
席
者
】
相
田
満
・
入
口
敦
志
・
安
保
博
史
・
江
戸
英
雄
・
長
崎
健
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】
、

①
中
間
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
（
協
議
）

②
現
代
に
お
け
る
「
標
題
」
［
相
田
満
］

③
御
伽
草
子
の
標
題
に
つ
い
て
［
渡
辺
信
和
］

（
二
）
平
成
十
五
年
度
（
二
○
○
三
）

◎
第
八
回

【
開
催
日
】
平
成
十
五
年
七
月
二
日
（
水
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
大
会
議
室

【
出
席
者
】
相
田
・
江
戸
・
蔵
中
・
後
藤
・
佐
伯
・
塩
野
・
析
尾
・
長
崎
・
中
村
・
林
・
原
・
山
田
．

渡
辺

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
資
料
の
共
有
化
に
関
す
る

研
究
［
原
正
一
郎
］

②
「
標
題
学
」
方
法
序
説
［
相
田
満
］

③
和
漢
古
典
学
に
お
け
る
オ
ン
ト
ロ
ジ
・
モ
デ
ル
の
構
想
「
相
田
満
」

◎
第
九
回

【
開
催
日
】
平
成
十
五
年
十
一
月
十
六
日
（
日
）

◎
第
十
回

【
開
催
日
】
平
成
十
六
年
二
月
十
六
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館

【
出
席
者
】
相
田
満
・
圷
美
奈
子
・
安
保
博
史
・
入
口
敦
志
・
蔵
中
し
の
ぶ
・
佐

伯
雅
子
・
谷
本
玲
大
・
析
尾
武
・
中
島
和
歌
子
・
根
木
優
・
三
田
明
弘
・
山

田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
「
改
題
」
の
事
例
報
告
〔
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
『
本
朝
水
瀞
伝
』
〕
［
安
保
博
史
］

②
長
安
西
明
寺
の
類
聚
編
纂
書
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
と
そ
の
受
容
ｌ
『
諸
経
要
集
』
述
意
縁

．
『
法
苑
珠
林
』
述
意
部
と
『
三
宝
絵
』
上
巻
の
構
成
ｌ
［
蔵
中
し
の
ぶ
］

【
場
所
】
同
朋
大
学
知
成
館

【
出
席
者
】
相
田
・
圷
・
安
保
・
江
戸
・
蔵
中
・
佐
伯
・
谷
本
・
朽
尾
・
長
崎
・
原
・
山
田
・
渡
辺

〔
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
資
料
の
共
有
化
に
つ
い
て

［
原
正
一
郎
］

②
『
山
海
経
』
と
猿
に
つ
い
て
［
初
尾
武
］

③
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
の
和
書
調
査
報
告
Ｉ
典
拠
の
参
照
を
中
心
に
ｌ

［
山
田
直
子
］

④
仏
典
に
お
け
る
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
構
築
Ｉ
唐
・
長
安
西
明
寺
の

学
僧
の
類
聚
的
編
纂
物
の
も
つ
有
機
的
関
係
か
ら
ｌ
［
蔵
中
し
の
ぶ
］

⑤
『
田
舎
』
冠
称
型
標
題
の
一
視
点
［
安
保
博
史
）

⑥
近
世
初
期
の
笑
話
本
と
標
題
文
芸
［
入
口
敦
志
］

⑦
『
本
朝
麗
藻
』
の
標
題
文
芸
［
佐
伯
雅
子
］

⑧
標
題
文
芸
Ｉ
『
枕
草
子
』
を
め
ぐ
っ
て
［
圷
美
奈
子
］

⑨
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
寺
院
襲
蔵
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ー
相
田
満
・
渡
辺
信

和
に
よ
る
共
同
作
成
ｌ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
［
渡
辺
信
和
］
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（
三
）
平
成
十
六
年
度
（
二
○
○
四
）

◎
第
十
一
回

【
開
催
日
】
平
成
十
七
年
四
月
二
十
日
（
火
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館

【
出
席
者
】
相
田
満
・
圷
美
奈
子
・
安
保
博
史
・
入
口
敦
志
・
蔵
中
し
の
ぶ
・
佐

伯
雅
子
・
析
尾
武
・
根
木
優
・
原
正
一
郎
・
山
田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
貞
門
俳
人
椋
梨
Ｉ
雪
の
俳
書
標
題
の
意
匠
Ｉ
（
安
保
博
史
）

②
仏
典
に
お
け
る
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
の
継
承
ｌ
源
順
か
ら
源
為
憲
へ
ｌ
［
蔵

中
し
の
ぶ
］

③
『
本
朝
麗
藻
』
の
詩
題
と
分
類
ｌ
『
江
吏
部
集
』
・
『
本
朝
文
粋
』
と
比
較
し
て
ｌ

［
佐
伯
雅
子
］

④
オ
ン
ト
ロ
ジ
デ
ー
タ
形
成
・
分
析
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
仮
称
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

［
相
田
満
］

◎
第
十
二
回

【
開
催
日
】
平
成
十
六
年
八
月
五
日
（
木
）
～
七
日
（
士
）

【
場
所
】
同
朋
大
学
知
成
館
三
階
小
講
堂

【
出
席
者
】
相
田
満
・
圷
美
奈
子
・
安
保
博
史
・
入
口
敦
志
・
蔵
中
し
の
ぶ
命
ぷ
～
己
．

佐
伯
雅
子
・
谷
本
玲
大
・
柄
尾
武
・
中
島
和
歌
子
含
酎
～
ｅ
・
根
木
優
・
原
正
一

郎
・
山
田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

③
類
聚
性
の
あ
る
源
氏
物
語
の
注
釈
書
［
後
藤
幸
良
］

④
『
本
朝
麗
藻
』
の
分
類
［
佐
伯
雅
子
］

⑤
『
枕
草
子
』
初
段
と
和
漢
の
類
書
の
首
巻
部
類
標
題
の
関
係
に
つ
い
て
［
中
島
和

歌
子
］

①
『
標
題
文
芸
』
研
究
単
行
本
発
刊
の
流
れ
に
つ
い
て
［
相
田
満
］

②
標
題
文
芸
「
書
名
を
変
え
る
こ
と
・
書
名
の
故
実
」
［
相
田
満
］

③
引
用
書
目
か
ら
見
る
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
学
問
体
系
［
入
口
敦

士
必
］

④
ｚ
四
画
ョ
解
析
に
よ
る
標
題
の
要
素
文
字
列
抽
出
と
そ
の
考
察
［
谷
本
玲
大
］

⑤
近
世
後
期
の
類
書
的
源
氏
物
語
注
釈
書
と
辞
書
［
後
藤
幸
良
］

⑥
「
池
亭
記
」
と
東
西
南
北
［
佐
伯
雅
子
］

⑦
俳
書
標
題
に
お
け
る
流
行
Ｉ
「
江
戸
」
を
冠
し
た
標
題
ｌ
［
安
保
博
史
］

⑧
標
題
文
芸
ｌ
『
枕
草
子
』
「
も
の
」
型
類
聚
章
段
の
人
事
ヨ
ト
）
と
事
物
（
モ
ノ
）
と

［
圷
美
奈
子
］

⑨
標
題
文
芸
・
標
題
学
の
構
想
［
相
田
満
］

◎
第
十
三
回

【
開
催
日
】
平
成
十
六
年
十
月
二
十
八
日
（
木
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館

【
出
席
者
】
相
田
満
・
圷
美
奈
子
・
安
保
博
史
・
江
戸
英
雄
・
蔵
中
し
の
ぶ
・
佐
伯
雅

子
・
谷
本
玲
大
・
長
崎
健
・
根
木
優
・
原
正
一
郎
・
山
田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
の
資
源
化
の
た
め
に

ｌ
『
国
書
総
目
録
』
の
分
類
に
つ
い
て
ｌ
［
相
田
満
］

②
平
安
後
期
漢
詩
集
の
分
類
と
配
列
［
佐
伯
雅
子
］

③
長
安
西
明
寺
の
類
聚
的
編
纂
書
の
オ
ン
ト
ロ
ジ

ｌ
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
か
ら
『
法
苑
珠
林
』
へ
Ｉ
［
蔵
中
し
の
ぶ
］

④
『
枕
草
子
』
類
聚
的
章
段
の
《
標
題
》
ｌ
伝
本
比
較
ｌ
［
圷
美
奈
子
］

⑤
俳
書
標
題
に
お
け
る
流
行
Ｉ
「
江
戸
」
を
冠
し
た
標
題
ｌ
［
安
保
博
史
］

⑥
「
標
題
・
件
名
・
検
索
語
」
［
山
田
直
子
］

◎
第
十
四
回
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【
開
催
日
】
平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日
（
金
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館

【
出
席
者
】
相
田
満
・
圷
美
奈
子
・
蔵
中
し
の
ぶ
・
佐
伯
雅
子
・
谷
本
玲
大
・
栃
尾
武
．

中
島
和
歌
子
・
根
木
優
・
原
正
一
郎
・
山
田
直
子
・
渡
辺
信
和

【
研
究
発
表
・
協
議
事
項
】

①
『
標
題
文
芸
・
文
芸
と
し
て
の
標
題
の
研
究
』
出
版
助
成
申
請
の
報
告
［
相
田
満
］

②
デ
ー
タ
登
録
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
［
相
田
満
］

③
『
本
朝
無
題
詩
』
の
無
題
［
佐
伯
雅
子
］

④
塔
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
長
安
西
明
寺
の
類
聚
編
纂
書
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
［
蔵
中
し
の
ぶ
］

⑤
『
枕
草
子
』
類
聚
的
章
段
の
《
標
題
》
ｌ
伝
本
比
較
ｌ
［
圷
美
奈
子
］

⑥
『
枕
草
子
』
「
は
」
型
類
聚
章
段
と
和
漢
の
類
書
の
部
類
標
題
の
関
係
に
つ
い
て
［
中

二
）
『
標
題
文
芸
』
〈
壱
〉
。
〈
弐
〉
・
〈
参
（
本
誌
）
〉

本
研
究
期
間
の
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
過
去
二
号
分
の
研
究
報
告
誌
に
は
、
『
標
題

文
芸
』
（
壱
）
（
弐
）
［
既
刊
］
と
本
誌
（
参
）
号
が
あ
る
ほ
か
、
研
究
報
告
会
の
内
容
（
議
事
録
）

．
協
議
事
項
内
容
を
ま
と
め
た
研
究
記
録
が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
雲
ｇ
公
開
予

定
）
。

⑦
歌
集
の
部
立
・
歌
題
の
構
造
解
析
に
於
け
る
諸
問
題
ｌ
『
為
家
集
』
に
見
る
ｌ
［
谷

本
玲
大
］

⑧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
統
合
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
資
料
共
有
化
に
関
す
る
研
究
［
原

正
一
郎
］

⑨
標
題
と
し
て
の
『
法
苑
珠
林
』
編
目
、
部
目
及
び
感
応
縁
説
話
題
目
［
渡
辺
信

和
］

島
和
歌
子
］

〔
二
〕
研
究
期
間
に
お
け
る
研
究
報
告

（
二
）
そ
の
他
の
研
究
成
果
物
（
鏑
文
・
報
告
）

①
二
○
○
二
年
度

ｒ

◇
『
人
物
年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
邑
咋
１
［
ロ
く
ロ
カ
○
言
］
〈
相
田
満
・
中
村
康
夫
〉

（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
○
○
二
・
三
・
三
一
）

②
二
○
○
三
年
度

②
『
標
題
文
芸
（
弐
こ
〔
二
○
○
四
年
三
月
〕
目
次

◇
研
究
の
沿
革
〈
相
田
満
〉
（
卯
１
～
、
）

◇
仮
名
草
子
章
題
一
覧
稿
〈
入
口
敦
志
〉
（
卯
Ⅱ
～
死
）

◇
『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
い
う
標
題
に
つ
い
て
〈
安
保
博
史
〉
（
卯
刃
～
妬
）

◇
目
録
標
題
と
い
う
こ
と
（
１
）
〈
渡
辺
信
和
〉
（
卯
幻
～
認
）

◇
「
標
題
学
」
の
視
座
〈
相
田
満
〉
（
卯
刃
～
列
）

③
『
標
題
文
芸
（
弐
こ
〔
二
○
○
五
年
三
月
〕

（
本
誌
）

①
『
標
題
文
芸
（
壱
こ
〔
二
○
○
三
年
三
月
〕
目
次

◇
研
究
の
沿
革
〈
相
田
満
〉
（
卯
ｌ
～
５
）

◇
題
名
の
文
字
数
〈
入
口
敦
志
〉
（
”
６
～
⑲
）

◇
俳
書
標
題
の
意
匠
に
つ
い
て

ｌ
『
…
草
』
型
標
題
を
中
心
に
ｌ
〈
安
保
博
史
〉
（
卯
加
～
犯
）

◇
御
伽
草
子
の
標
題
に
つ
い
て
（
ノ
ー
ト
）
〈
渡
辺
信
和
〉
（
卯
調
～
砂
）

◇
「
標
題
」
の
さ
ま
ざ
ま

Ｉ
現
代
と
脱
領
域
的
な
視
点
か
ら
Ｉ
〈
相
田
満
〉
（
卯
沁
～
別
）

◆
「
標
題
」
雑
話
◆
「
標
題
」
の
付
く
書
名
①
〈
相
田
満
〉
（
ｐ
８
）

◆
「
標
題
」
雑
話
◆
「
標
題
」
の
付
く
書
名
②
〈
相
田
満
〉
（
ｐ
亜
）

◆
「
標
題
」
雑
話
◆
「
標
題
」
の
付
く
書
名
③
〈
相
田
満
〉
（
ｐ
砂
）
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◇
相
田
満
「
古
典
的
オ
ン
ト
ロ
ジ
資
源
の
可
能
性
ｌ
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」

含
言
冒
め
い
ぎ
農
ご
ｇ
。
一
画
閉
一
。
ｏ
貝
Ｏ
Ｂ
閏
『
①
ｍ
ｏ
言
づ
①
、
‐
○
員
Ｏ
Ｂ
哩
禽
弓
①
。
一
回
閉
一
。
切
言
ｅ

号
○
昌
苛
で
四
国
画
邑
・
○
冨
己
甲
）

『
情
報
処
理
学
会
論
文
集
「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
じ
ん
も

ん
こ
ん
）
ｇ
Ｓ
）
」
』
、
皿
一
○
○
三
、
哩
二
、
情
報
処
理
学
会
、
”
四
七
～
五

四
、
二
○
○
四
年
一
二
月
一
七
日

◇
相
田
満
「
古
典
的
オ
ン
ト
ロ
ジ
資
源
の
形
成
ｌ
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」

『
東
洋
学
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
第
一
五
回
研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
京
都
大
学
学
術

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
第
七
六
回
研
究
セ
ミ
ナ
ー
こ
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
・
京
都
大
学
学
術
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
卯
一
七
～
二
九
（
一
三
）
、
二
○
○
四
年
三
月
二
六
日

◇
相
田
満
「
随
心
院
蔵
『
百
八
字
形
』
翻
刻
・
解
題
」

『
随
心
院
聖
教
と
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
、
第
一
集
、
随
心
院
聖
教
調
査
研
究

会
、
理
工
～
二
（
六
）
、
二
○
○
四
年
三
月
三
一
日

③
二
○
○
四
年
度

◇
相
田
満
「
幼
学
書
の
ひ
ろ
が
り
ｌ
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
平
安
期
古
紗
本
『
蒙
求
』

の
意
義
と
特
質
ｌ
」

『
ア
ジ
ア
遊
学
砂
・
台
湾
か
ら
み
る
日
本
』
（
相
田
満
・
江
戸
英
雄
：
編
）
、
勉
誠

出
版
、
即
八
七
～
一
○
一
（
一
五
）
、
二
○
○
四
年
二
月
五
日

◇
相
田
満
「
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
の
資
源
化
の
た
め
に
ｌ
『
国
書
総
目
録
』
の

出
版
、
卯
八

◇
相
田
満
「
和
誌

分
類
に
つ
い
て
ｌ
」

◇
相
田
満
．
標
題

こ
の
舜
尾
・
豈
邑
函
色
弓
一
室
①
三
）

満
．
標
題
学

司
東
ア
ジ
ア
の
出
版
文
化
」
Ｇ
班
壹
Ｉ
ズ
レ
タ
ー
』
九
、
二
○
○
五
年
三
月
（
予

集
』
、
情
報
知
識
学
会
、
即
一
五
～
二
○
（
六
）
、
二
○
○
三
年
五
月
二
四
日

『
情
報
知
識
学
会
第
十
一
回
（
二
○
○
三
年
度
）
研
究
報
告
会
講
演
論
文

」
方
法
序
説
」
（
弓
①
冒
冒
号
昌
呂
さ
『
芽
①
日
①
号
且
弓

【
研
究
代
表
者
】

相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
助
手
）

【
研
究
分
担
者
】

安
保
博
史
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
・
文
学
部
助
教
授
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
助
手
）

長
崎
健
（
中
央
大
学
・
文
学
部
教
授
）

山
田
直
子
（
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
整
理
閲
覧
部
助
手
）
）

渡
辺
信
和
（
同
朋
学
園
・
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
室
長
）

【
研
究
協
力
者
】

圷
美
奈
子
（
日
本
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

江
戸
英
雄
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
助
手
）

蔵
中
し
の
ぶ
（
大
東
文
化
大
学
・
外
国
語
学
部
教
授
）

後
藤
幸
良
（
相
模
女
子
大
学
・
短
期
大
学
部
）

佐
伯
雅
子
（
人
間
総
合
科
学
大
学
・
人
間
科
学
部
助
教
授
）

谷
本
玲
大
（
相
模
女
子
大
学
・
非
常
勤
講
師
）

中
島
和
歌
子
（
北
海
道
教
育
大
学
・
社
会
言
語
教
育
系
助
教
授
）

析
尾
武
（
成
城
大
学
・
文
学
部
・
教
授
）

原
正
一
郎
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
助
教
授
）

【
研
究
補
助
】

根
木
優
（
成
城
大
学
・
大
学
院
生
）

《
三
》
研
究
第
三
年
度
（
平
成
十
六
年
度
）
の
研
究
組
織

定
…

(7）



（
一
）
萌
芽
研
究
で
申
請
す
る
理
由

本
研
究
は
、
「
作
品
表
題
」
（
弓
三
ｓ
や
「
目
次
標
題
」
（
８
昌
の
号
）
な
ど
の
、
お
よ
そ
知

的
成
果
物
に
不
可
欠
な
「
標
題
」
の
意
匠
に
つ
い
て
、
和
漢
古
典
籍
を
対
象
に
、
分
析
・
分

類
作
業
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
対
象
を
古
典
籍
に
限
定
す
る
理
由
は
、
「
標
題
」
の
意
匠
に
関
す
る
評
価
言
説
が

多
数
取
材
可
能
な
こ
と
、
「
標
題
」
自
体
が
独
立
し
た
作
品
も
通
行
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、

文
化
的
継
承
性
・
表
現
技
術
・
評
価
言
説
の
諸
点
で
、
現
代
の
作
品
以
上
に
多
様
な
典
型

的
事
例
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
研
究
課
題
名
】
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
文
芸
」
の
基
礎
的
研
究

弓
言
①
司
匡
。
Ｑ
画
ヨ
①
昌
里
宛
の
、
①
胃
○
彦
画
ご
○
員
『
一
弓
昏
①
医
局
風
再
巨
３
画
９
．
由
画
毎
二
①
二
重
き
ざ
室
厨

房
ご
帝
ｓ
琴
①
Ｑ
儲
骨
国
８
房
。
ご
ｇ
ｇ
ｇ
Ｑ
ｏ
三
目

【
研
究
種
目
】
萌
芽
研
究

【
研
究
領
域
】
文
学
（
国
文
学
）
［
領
域
番
号
二
四
二
］

【
研
究
期
間
】
二
○
○
二
年
度
（
平
成
一
四
年
度
）
～
二
○
○
四
年
度
（
平
成
一
六
年
度
）

【
研
究
期
間
】
二
○
○
二
年
度
（
平
成
二

【
課
題
番
号
三
四
六
五
一
○
七
八

【
二
○
○
二
年
度
研
究
費
三
三
○
万
円

【
二
○
○
三
年
度
研
究
費
】
二
○
万
円

【
二
○
○
四
年
度
研
究
費
】
六
○
万
円

《
四
》
研
究
課
題

《
五
》
研
究
目
的

二
本
要
の
要
目
的
［
蕊
鼬
蕊
蕊
識
］

分
析
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
（
「
蒙
求
型
人
物
故
事
類
書
の
書
承
に
見
る
日
本
文
学
へ
の
影

響
に
関
す
る
研
究
」
［
、
奨
励
研
究
伽
、
代
表
・
・
相
田
満
］
他
）
・
さ
ら
に
数
年
来
、
申
請

者
を
中
心
に
和
漢
古
典
の
知
識
型
類
聚
編
纂
物
の
分
類
概
念
項
目
語
彙
（
概
念
木
Ⅱ
オ

ン
ト
ロ
ジ
）
の
収
集
と
分
析
作
業
を
行
っ
て
き
た
（
「
和
漢
古
典
分
類
語
彙
の
階
層
化
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
」
［
剛
明
芽
的
研
究
、
代
表
・
・
相
田
満
］
）
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
発
展
的
に
継
続
さ
せ
る
中
で
、
「
作
品
標
題
」
に
お
け
る
一
宇
・
一
句

の
語
義
と
継
承
性
、
「
目
次
標
題
」
引
用
・
パ
ロ
デ
ィ
、
定
型
句
化
、
押
韻
な
ど
の
言
語
遊
戯

が
、
か
か
る
「
標
題
」
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
作
品
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
配
列
の
妙
と
相
俟
っ

て
、
か
か
る
行
為
に
対
す
る
賞
賛
的
言
辞
や
批
評
的
言
説
も
産
み
出
さ
れ
て
も
い
る
こ
と

か
ら
、
「
標
題
文
芸
」
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
基
に
体
系
化
を
試
み
る
必
要
を
痛
感
す
る
に
至

り
、
こ
こ
に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
標
題
」
に
は
、
作
品
世
界
の
論
理
が
凝
縮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
枠
に

収
ま
り
切
れ
ぬ
言
語
遊
戯
的
興
趣
も
確
認
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
「
目
次
標
題
」
に
は
、
日

本
独
自
の
文
芸
形
態
で
あ
る
連
句
・
連
歌
に
も
通
底
す
る
連
纂
の
技
法
も
う
か
が
え
、
流

派
・
門
閥
と
は
全
く
無
縁
で
自
由
な
表
現
世
界
で
は
あ
り
な
が
ら
、
き
わ
め
て
濃
厚
な
文

化
的
継
承
性
が
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
特
異
な
文
芸
現
象
に
着
目
す
る
先
行
研
究
が
皆
無
な
の
は
、
従

来
の
「
近
代
的
」
価
値
観
の
枠
組
み
に
囚
わ
れ
す
ぎ
、
多
様
な
資
料
群
を
横
断
的
・
マ
ク
ロ
的

に
捕
ら
え
る
視
点
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
、
上
述
の
観
点
に
よ
る
分
析
を
試
み
、
「
標
題
」
に
潜
む
「
文
芸
」
性
の
定
立
を
求

め
た
い
。（

二
）
研
究
の
背
景
（
着
想
に
至
っ
た
経
緯
等
）

申
請
代
表
者
は
、
二
十
年
来
『
蒙
求
』
の
体
裁
に
倣
っ
た
標
題
掲
示
型
類
書
の
収
集
と

（
三
）
研
究
目
的

l
l

さ
(8）



（
五
）
国
内
外
の
関
連
す
る
研
究
の
中
で
の
当
該
研
究
の
位
置
づ
け

書
名
そ
の
も
の
の
継
承
性
に
関
す
る
研
究
で
体
系
的
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
作
品
内
に

お
け
る
連
纂
手
法
に
着
目
す
る
研
究
は
、
俳
譜
・
連
歌
を
除
け
ば
、
『
古
今
和
歌
集
』
や

『
今
昔
物
語
集
』
に
関
す
る
研
究
を
噴
矢
と
す
る
和
歌
・
説
話
文
学
研
究
に
見
受
け
ら
れ

る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
「
目
次
標
題
」
を
独
立
さ
せ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
従
来
教
訓
の
一

（
四
）
当
該
分
野
に
お
け
る
こ
の
研
究
（
計
画
）
の
学
術
的
な
特
色
・
独
創
的
な

点
及
び
予
想
さ
れ
る
結
果
と
意
義

「
標
題
文
芸
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
配
列
規
則
と
字
義
の
継
承
性
を
総
括
的
・
系
統

的
に
分
析
す
る
試
み
に
は
、
未
だ
先
例
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
開
発
さ
れ
る
研
究
手

法
と
、
基
礎
デ
ー
タ
は
、
広
く
公
開
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

文
学
は
も
と
よ
り
図
書
館
情
報
学
、
認
知
科
学
、
知
識
工
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
有

益
な
成
果
が
提
供
で
き
る
と
予
想
す
る
。
な
か
で
も
、
情
報
処
理
と
文
学
教
育
と
の
融
合

的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
観
点
に
お
い
て
は
、
格
好
の
演
習
教
材
と
な
ろ
う
。

本
研
究
で
は
、
「
作
品
標
題
」
と
「
目
次
・
評
語
標
題
」
の
分
析
の
二
系
統
で
分
析
作
業
を

進
め
た
い
。

ま
ず
、
「
作
品
標
題
」
の
分
析
作
業
で
は
、
国
書
総
目
録
や
中
国
典
籍
国
書
の
古
典
籍
に

関
す
る
書
名
の
電
子
化
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
書
名
に
使
用
さ
れ
る
文
字
・
語
句
の
頻
度

分
析
結
果
を
抽
出
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
継
承
関
係
の
大
綱
と
、
詳
細
な
文
化
的
影
響

関
係
を
求
め
る
。

次
に
「
目
次
標
題
」
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
事
例
の
抽
出
と
分
析
作
業
に
よ
り
、
そ
の
意

匠
の
分
類
と
、
評
価
言
説
の
分
類
を
中
心
に
進
め
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
詩
歌
の
文

芸
創
作
行
為
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
か
か
る
文
芸
作
品
か
ら

標
題
が
抽
出
・
配
列
さ
れ
る
に
至
る
一
連
の
文
芸
行
為
の
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
て
示
す
こ

と
に
も
取
り
組
み
た
い
。

の
継
承
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
、
近
年
情
報
学
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
オ
ン
ト
ロ
ジ
（
知

識
概
念
木
）
の
資
源
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
ふ
れ
た
（
相
田
）
。

な
お
、
本
研
究
主
題
は
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
」
を
主
要
な
素
材
と
す
る
が
、
そ

の
先
行
研
究
は
な
い
。
し
か
し
、
「
名
前
」
「
命
名
」
な
ど
の
原
理
を
め
ぐ
っ
て
音
楽
・
美
術
さ

ら
に
は
、
登
録
商
標
な
ど
、
古
典
時
代
か
ら
現
代
生
活
に
至
る
ま
で
、
無
視
出
来
な
い
諸

冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
全
て
書
き
下
ろ
し
の
論
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

大
別
し
て
作
品
標
題
と
目
次
標
題
の
分
析
を
主
題
に
す
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
典
型
例

の
抽
出
作
業
と
考
察
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
、
作
品
標
題
に
つ
い
て
は
、
近
世
仮
名
草
子
と
戯
曲
、
俳
書
、
御
伽
草
子
そ
れ
ぞ
れ

の
書
名
標
題
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
、
奇
数
字
数
尊
重
の
傾
向
の
統
計
的
実
態
調
査

（
入
口
）
、
俳
書
の
標
題
に
見
る
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
イ
タ
ス
の
問
題
（
安
保
）
、
書
名
の
命

名
原
理
を
分
析
す
る
た
め
に
御
伽
草
子
を
素
材
と
し
た
網
羅
的
分
析
（
渡
辺
）
が
試
み
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

目
次
標
題
に
つ
い
て
は
、
類
聚
編
纂
物
に
お
け
る
部
類
の
た
め
の
見
出
し
（
部
類
標
題
）

研
究
初
年
度
は
７
回
の
研
究
協
議
を
持
ち
、
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
分
野
に
お
け
る
「
標
題
」
の
問
題
点
・
意
義
な
ど
に
つ
い
て
各
分
担
者
お
よ
び
研

究
協
力
者
に
よ
る
報
告
・
協
議
を
重
ね
た
。

ま
た
、
そ
の
成
果
の
一
端
は
、
本
研
究
の
中
間
報
告
書
を
兼
ね
る
「
標
題
文
芸
」
と
い
う

環
と
し
て
扱
わ
れ
、
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
論
究
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
本
研
究
で
予
定
さ
れ
る
ご
と
く
、
言
語
文
化
の
総
体
の
枠

組
み
の
中
で
、
系
統
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
は
、
そ
の
意
味
で
も
、

活
発
な
議
論
の
土
台
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

〔
二
〕
平
成
十
四
年
度
の
研
究
実
績
の
概
要
暴
鰄
黙
雛
蕊
鯏
館
蠅
鯆
］

(9）



③
「
標
題
」
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究

②
書
名
標
題
に
つ
い
て

①
目
次
・
目
録
標
題
に
つ
い
て

仮
名
草
子
を
対
象
と
し
て
（
入
口
敦
志
）

説
話
集
を
対
象
と
し
て
（
渡
辺
信
和
）

研
究
第
二
年
度
は
、
標
記
研
究
分
担
者
の
ほ
か
に
十
二
名
の
研
究
協
力
者
を
得
て
、

前
年
度
の
分
析
が
及
ば
な
か
っ
た
分
野
・
作
品
に
お
け
る
「
標
題
」
の
問
題
点
・
意
義
な
ど
に

つ
い
て
、
三
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
研
究
報
告
と
協
議
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会

は
、
い
ず
れ
も
所
定
の
時
間
設
定
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
ほ
ど
の
充
実
し
た
内
容
と
な
り
、

そ
の
成
果
の
一
端
は
、
前
年
度
と
同
様
に
本
研
究
の
中
間
報
告
書
を
兼
ね
た
『
標
題
文
芸

現
象
が
、
考
察
が
断
片
的
な
が
ら
存
在
す
る
こ
と
が
研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
判
明
し
て

き
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
報
告
し
た
が
、
（
相
田
）
「
標
題
」
と
い
う
も

の
の
生
成
原
理
や
価
値
を
考
察
す
る
た
め
に
、
比
較
対
象
と
な
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
脱
領

域
的
素
材
・
研
究
の
調
査
・
分
析
も
不
可
欠
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
そ
れ

ら
の
課
題
の
消
化
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
研
究
の
深
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

ま
た
、
研
究
会
以
外
の
場
に
お
い
て
も
、
相
田
が
随
心
院
蔵
の
『
百
八
字
形
』
と
い
う
独

立
型
標
題
（
標
題
だ
け
が
作
品
と
し
て
独
立
し
た
も
の
）
の
作
品
に
つ
い
て
の
翻
刻
と
分
析

田
一

（
弐
こ
と
い
う
冊
子
に
ま
と
め
た
。

俳
譜
紀
行
文
の
書
名
に
つ
い
て
（
安
保
博
史
）

そ
の
報
告
書
に
収
載
し
た
今
年
度
の
研
究
の
内
容
（
主
題
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
標
題
」
の
総
合
的
研
究
、
現
代
の
「
標
題
」
、
独
立
型
標
題
文
芸
作
品
の
影
響
分
析
（
相

〔
三
〕
平
成
十
五
年
度
の
研
究
実
繍
の
概
要
［
癖
鰄
馳
撫
垂
鵡
鰹
鋤
賊
確
］

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
情
報
学
的
観
点
か
ら
標
題
を
分
析
す
る
手
法
の
確
立
の
た
め
に
、

『
千
字
文
』
を
素
材
と
し
て
採
り
上
げ
、
『
千
字
文
』
中
の
全
異
体
字
を
包
含
し
た
分
析
用

デ
ー
タ
を
作
成
、
日
本
に
お
け
る
『
千
字
文
』
の
影
響
を
『
風
土
記
』
中
に
使
用
さ
れ
る
漢

字
と
比
較
し
、
出
現
頻
度
の
分
析
を
行
い
、
各
『
風
土
記
』
間
に
最
大
ろ
％
程
度
の
頻
度

差
が
あ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。

研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
分
析
対
象
と
な
る
個
々
の
作
品
研
究
に
関
す
る
、
従
前
と
全
く

異
な
る
視
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
の
、
文
学
研
究
の
深
化
が
確
認
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
「
標
題
」
自
体
の
意
義
・
意
味
に
つ
い
て

相
対
的
か
つ
幅
広
い
視
野
か
ら
の
分
析
の
必
要
性
も
痛
感
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本

研
究
主
題
は
「
標
題
学
」
と
も
い
う
べ
き
広
が
り
を
見
せ
は
じ
め
て
も
い
る
が
、
本
研
究
に
対

す
る
反
響
も
届
き
は
じ
め
て
お
り
、
助
成
研
究
の
最
終
年
度
と
な
る
翌
年
度
は
、
さ
ら
な

る
発
展
的
な
視
点
も
踏
ま
え
た
研
究
を
進
め
た
い
。

〃

口
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